
２月２６日（日）に第６回災害時対応訓練を実施しました。地域の

皆さんや関係機関の方々合わせて約１００名の方に参加いただきました。

　今年度は毎年被災地でボランティア活動に取り組まれている方より災

害時のボランティア活動について報告いただき、その後に災害ボランティ

アセンターの役割について知っていただくため「災害ボランティアセン

ターガイドツアー訓練」を実施しました。

　毎年訓練を実施し、参加者の皆さんに災害ボランティアセンターや被

災時の社協の役割を知っていただき、いざというときのための連携・協

働の基盤づくりを目指しています。

　ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。

目次

レスパイトのお知らせ　　　　　・・・２、３

タウンカレッジのご案内　　　　　　・・・４ 

小ネット＆町Ｖ連の活動紹介　　　　・・・５

 寄附金のご報告                　　　　  ・・・６

平成２８年度災害時対応訓練を開催しました

発行：社会福祉法人上牧町社会福祉協議会
　　　上牧町上牧 3245-１
TEL: ０７４５ー７６ー６０９８
FAX: ０７４５ー７９ー０８９５
上牧町社協 検索
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～１５年間の感謝を込めて～

～今後～

　このように様々な展開をしていたレスパイト事業ですが、１５年の

間に知的障害児・者を取り巻く状況も大きく変わり福祉サービスが充

実する中で、徐々にその必要性が低くなってきました。ピーク時には

３０名近くの方に利用登録をいただいていたのがここ数年は１０名程

度へと減少し、制度の充実により制度の狭間を埋めてきたインフォー

マルサービスとしての役割は終了したのではないかと考えています。

　レスパイト事業はいったん終了しますが、「ぷらっと」を拠点として

障害を持つ人の交流や余暇支援を続けていきたいと考えています。

社会福祉協議会としては、今後も「人と人とが手を取り合って支えあ

う福祉のまちづくり」をスローガンに住民の皆さんとともに制度の狭

間の問題にもニーズ第一で取り組んでいければと考えています。

　レスパイトサポーターの皆さんをはじめ、これまでこの事業にご協

力いただいた皆さんや利用者の皆さん、１５年間ありがとうございま

した。

　記事の最後に３月１８日に開催した最終回のレスパイト事業の様子

をご紹介します。

　この日は最終回ということで、丹波篠山へ日帰りバスツアーに出か

けました。

　

～啓発イベント～

　より多くの人に知的障害への理解をいただくために啓発イベントにも取り組みました。

啓発イベントで最も規模が大きかったのはファッションショーです。ファッションショー

という方法を選んだのは、いつもの知的障害を持った○○さんではなく、すてきな衣装

を着たおしゃれな○○さんとして、その人個人に注目してもらいたかったためです。こ

のショーにはブライダル会社や服飾専門学校など、これまで福祉とはあまり関わりのな

かった様々な団体がボランティアとして参画し、私たちと協働することで実現しました。

ショーの企画には利用者も参画し、ショーでかける音楽や演出などを一緒に考えました。

この経験がきっかけとなって、以後のレスパイト事業のプログラムは利用者自身が事前

に話し合って創りあげていくものへと発展していきました。

　また、交流イベントでは他地域の仲間と語り合える場で友人関係を広めたり、積極的

に地域の行事に参加し地域の方と関わる機会を持ったりもしました。
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レスパイト事業終了のご報告

　レスパイト事業は、知的障害を持つ方が様々な社会経験を獲得し、人間関係の広がりを

持つことで安心して地域生活が送れるようにと、平成１４年度に上牧町、河合町の両社会

福祉協議会の合同事業としてスタートしました。様々な方々のご協力を得ながら続けてき

ましたが前年度末で約１５年間の歴史を閉じることになりました。ここではこれまでの歩

みをご紹介いたします。

～事業開始まで～

　レスパイト事業を開始するにあたって、地域で暮らす知的障

害児・者のご家族に対してアンケート調査を実施し、生活上の

課題について回答いただきました。このアンケート調査からは、

知的障害児・者が地域で暮らしていくためには社会資源が十分

ではないこと、知的障害を持つ人は社会との接点が限られてい

ること、その結果として家族の負担が大きくなり、家族がリフ

レッシュするための休息の時間が必要であることが見えてきま

した。

　このようなアンケート結果に基づき、知的障害を持つ人が外

出やレクリエーションなどをとおして人との関わりや社会経験

を豊かにすることを支援しようとこの事業が企画されました。

開始当初は、毎月様々なメニューを用意し、外出では公共交通

機関を利用しやすくなるように自ら切符を買ったり、料理作り

では手の込んだものではなく簡単で自分でも調理ができるよう

になるように食材の買い出しから行うなど、利用者が自ら体験

するということを大切にしました。

～支援者～

　この事業を続けていく上で一番協力をい

ただいたのはレスパイトサポーターという

支援者の皆さんです。単にこの事業にご協

力いただくボランティアというだけでなく、

利用者が今後も地域で生活し続けていく中

で地域での応援者にもなってもらおうと、

毎年養成研修を開催し、障害特性について

の理解や支援者としての役割などを学んで

いただきました。



かんまき
タウンカレッジ

平成２８年より始まっている「かんまきタウンカレッジ」を
引き続き開催しています！

この講座は皆さんが活動的に生き生きと暮らすことのできる内容です。
興味や関心のある講座を一緒に学んでみませんか？

年齢や性別にかかわらずどなたでもぜひご参加ください！

【平成29年度前期の講座のご案内】

申込み先：上牧町社会福祉協議会 上牧町上牧3245番地１（2000年会館内）
℡ ７６－６０９８ Fax ７９－０８９５

参加費：２００円（お茶付） 定員：各講座３０名

主催：かんまきタウンカレッジ実行委員会

申込み用紙きりとり線

かんまきタウンカレッジ講座申込み用紙

フリガナ

氏 名 講 座 ５月・６月・７月・８月・９月

希望講座に○を付けてください

住 所 電 話

申込み用紙を記入の上、本会に持参ください。尚、電話・fax での受付もしています。

Kanmaki Town College

平成29
年度

日程 時間 内容 講師

５月２０日（土） １０：００～１２：００ いつまでも自分で動ける身体づくり 坂本 洋子氏

６月１７日（土） １０：００～１２：００ 啄木 短歌の世界 尾崎 由子氏

７月２２日（土） １０：００～１２：３０ 日本蜜蜂のこと～蜂蜜しぼり体験～ 島田 至則氏

８月１９日（土） １０：００～１２：００ ボランティアあつまれ！～ボランティア交流会～ ボランティアの皆さん

９月（調整中） １０：００～１２：００ 上牧町の歴史のこと 上牧町教育委員会協力
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
紹
介

お
で
ん
昼
食
会
～
桜
三
会
～

　

平
成
２
９
年
２
月
１
５
日
（
水
）
に
桜
ヶ
丘
３
丁
目
小
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
桜
三
会
の
「
お
で
ん
昼
食
会
」
が
桜
ヶ
丘
憩
い
の
家
に
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
２
８
年
度
最
後
の
行
事
と
あ
っ
て
３
４
名
と
い
う
大
人
数
で

の
参
加
と
な
り
、
に
ぎ
や
か
な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

食
事
の
前
に
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
を
披
露
さ
れ
美
し
い
音
に
み
な

さ
ん
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

食
事
は
前
日
か
ら
仕
込
ん
で
い
た
お
で
ん
が
振
舞
わ
れ
、
味
の
良

く
し
み
込
ん
だ
お
で
ん
を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
と
美
味
し
い
食
事
に
楽
し
い
会
話
も
弾
み
、
大
盛
り
上
が
り
の

食
事
会
と
な
り
ま
し
た
。

な
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
究
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
づ
き
を
は
じ
め
の
一
歩
に
～
つ
な
げ
よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
～

　

平
成
２
９
年
２
月
１
９
日
（
日
）
に
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
奈
良
県
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
民
活
動
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
や
実
際
に

活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、
情
報
交
換
や
話
し
合
い
を
通
し
て
お
互
い

の
活
動
に
理
解
し
あ
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
考
え
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
を
目
的
に
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

「
詩
が
開
い
た
心
の
扉
～
世
界
は
も
っ
と
美
し
く
な
る　

奈
良
少
年
刑
務
所
詩
集
～
」
と
題

し
て
寮　

美
千
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
自
身
が
少
年
刑
務
所
社
会
性

涵
養
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
師
と
し
て
少
年
達
を
関
わ
り
を
持
ち
、
ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
く
様
子

を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
何
か
気
づ
き
が
あ
っ
た
と
き
は
先
ず
、
は
じ
め
の
一
歩
を
歩
ん
で

み
る
こ
と
と
人
や
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
で
共
に
成
長
出
来
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
誰
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
の
か
？

自
分
自
身
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
５
つ
の
広
場
（
分
科
会
）
に

分
か
れ
ま
し
た
。

広
場
１
「
傾
聴
～
活
動
者
の
抱
え
る
課
題
～
」

広
場
２
「
次
世
代
を
担
う
若
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
知
ろ
う
」

広
場
３
「
ほ
っ
こ
り
す
る　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

(

認
知
症
カ
フ
ェ
）
を
め
ざ
し
て
」

広
場
４
「
子
ど
も
の
貧
困
と
支
援
」

広
場
５
「
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

　

興
味
の
あ
る
広
場
で
語
ら
い
、
理
解
を
深

め
て
い
く
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
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広　

告

　

上
牧
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
ご
寄
附

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
地
域
福
祉
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

  ※

表
中
の
近
代
史
講
座
よ
り
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
の
ご
紹
介
が

遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

寄
附
金
の
ご
報
告

お
し
ゃ
べ
り
塾
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（順不同）

（
平
成
２
８
年
９
月
１
５
日
～
平
成
２
９
年
３
月
２
２
日
）

　今年も社協まつりの季節がやってきました。福祉や

ボランティアを聞く・見る・知ることができるお祭り

です。美味しい模擬店もたくさん！ぜひご家族やお友

達と一緒に福祉やボランティアに触れてみませんか？

　皆さんのご参加お待ちしています♫　　　　　

（詳細は５月発行の社協まつりチラシをご覧下さい。）

日時：平成２９年５月２８日（日）１０時～１５時

場所：上牧町保健福祉センター

社協まつり２０１７を開催します

氏名（団体） 種　別 金　額

近代史講座 指定寄附 ５，０００円

平成研修会 指定寄附 ２，１８０円

友愛会 １円募金 ４，６２５円

明朗会 同上 ２，２２３円

千寿会 同上 １，６０４円

松寿クラブ 同上 ８，２６０円

英語教室 共同募金 ２，６０１円

ユニー株式会社“小さな善

意で大きな愛の輪”運動 同上 １９，６４２円

　

平
成
２
９
年
２
月
１
８
日(

土)

に
上
牧
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
・

上
牧
町
社
協
と
の
共
催
で
「
お
し
ゃ
べ
り
塾
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
障
が
い
児
・
者
の
家
族
支
援
の
一
環
と
し
て
計
画
し
、

今
年
度
は
５
回
目
の
取
り
組
み
で
し
た
。
日
頃
、
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
さ
ん
と
向
き
合
っ
て
い
る
者
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
出
て

く
る
悩
み
や
課
題
等
を
話
し
合
い
気
持
ち
を
軽
く
し
、
悩
み
を
解
決

す
る
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

１
部
で
は
、
視
覚
と
知
的
障
が
い
に
つ
い
て
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

ア
イ
マ
ス
ク
と
軍
手
の
活
用
で
日
頃
の
自
分
の
声
か
け
は
ど
う
だ
っ

た
か
、
ど
う
い
う
伝
え
方
が
い
い
の
か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

２
部
で
は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
中
心
に
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
や
疑
問
点
等
を
出
し
合
い
、
話
し
合
い
は
予
定
時
間
を
超
え

て
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
生
活
の
中
で

の
課
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
年

金
、
事
業
所
の
処
遇
と
支
援
の
あ
り
方
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

と
話
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

　　

一
方
、
親
の
話
し
合
い
の
時
間
、
子
ど
も
さ
ん
達
は
社
協
の
レ
ス

パ
イ
ト
事
業
に
参
加
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
交
流
し
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
お
茶
を
頂
い
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
ろ
ん
な
話
が
聞
け
て
為
に
な
っ
た
。
来
年
も

是
非
に
！
」
と
い
う
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
同
じ
よ
う
な

取
り
組
み
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

(

上
牧
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会　

竹
原
氏)


